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問　
脱
炭
素
社
会
の
実
現
と

豊
か
な
自
然
と
の
共
生
に

つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

答　
２
０
５
０
年
二
酸
化
炭

素
排
出
実
質
ゼ
ロ
に
向
け

て
は
、
徹
底
し
た
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
と
再
生
可
能
エ

問　
令
和
３
年
12
月
、
明
石

商
工
会
館（
ら
ぽ
す
ビ
ル
）

の
耐
震
性
能
が
基
準
値
を

大
き
く
下
回

る
こ
と
が
分

か
り
、
本
市

が
区
分
所
有

し
て
い
る
５

階
の
市
民
ホ

ー
ル
は
使
用

中
止
と
な
っ

た
。
今
後
の

市
民
ホ
ー
ル

の
運
営
、
代

替
場
所
の
確

保
や
利
用
者

へ
の
活
動
支

援
に
つ
い
て

聞
く
。

答　

本
市
は
、

同
会
館
か
ら

の
連
絡
を
受
け
、
直
ち
に

市
民
ホ
ー
ル
の
使
用
を
中

止
し
、
新
規
予
約
の
受
け

付
け
を
停
止
し
た
。
た
だ

し
、
す
で
に
チ
ケ
ッ
ト
を

販
売
し
て
い
る
な
ど
で
中

止
で
き
な
い
場
合
は
、
安

全
を
確
保
し
た
上
で
の
利

用
を
認
め
て
い
る
。
４
年

７
月
以
降
の
貸
館
事
業
は

行
わ
な
い
が
、
定
期
的
な

清
掃
や
点
検
な
ど
の
維
持

管
理
は
続
け
て
い
く
。

　
　
市
民
ホ
ー
ル
利
用
者
へ

の
活
動
支
援
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
に
導

入
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
。
令
和
４
年
度
に
改

定
予
定
の
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
に
は
、
新
た

な
削
減
目
標
と
具
体
的
な

施
策
を
位
置
付
け
る
。
ま

た
、
新
築
住
宅
の
ゼ
ロ
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
や
既
存
住
宅

の
太
陽
光
発
電
の
設
置
等

に
対
す
る
支
援
制
度
を
設

け
る
ほ
か
、
教
育
施
設
等

の
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
公

共
施
設
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
に
関
す
る

調
査
や
検
討
を
進
め
る
。

　
　
さ
ら
に
本
市
は
、
自
然

と
人
が
共
生
す
る
ま
ち
の

実
現
を
目
指
し
、
生
物
多

様
性
あ
か
し
戦
略
に
基
づ
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環境体験学習を実施

耐震性能が低いことが判明したらぽすビル

脱
炭
素
社
会
の
実
現
へ

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
両
立

 
自
然
と
人
が
共
生
す
る
ま
ち
を
目
指
す

らぽすビル耐震性能が基準値以下

市民ホールは使用中止に
同条件の場所の確保は困難

き
、
水
と
緑
で

つ
な
ぐ
命
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
推
進
し

て
い
る
。
市
民

や
環
境
団
体
で

構
成
す
る
生
物

多
様
性
あ
か
し

戦
略
推
進
会
議

で
、
絶
滅
危
惧

種
で
あ
る
水
辺

植
物
の
ア
ン
ペ
ラ
イ
を
保

護
す
る
ほ
か
、
市
民
組
織

で
あ
る
エ
コ
ウ
イ
ン
グ
あ

か
し
と
協
働
し
、
公
園
な

ど
で
環
境
体
験
学
習
を
実

施
し
て
い
る
。

　
　
今
後
も
豊
か
な
自
然
と

の
共
生
に
向
け
、
明
石
市

レ
ッ
ド
リ
ス
ト
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
活
用
す
る
な
ど
、

市
民
へ
の
啓
発
を
行
う
と

と
も
に
事
業
者
や
市
民
団

体
な
ど
と
連
携
し
、
戦
略

に
基
づ
く
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。

文
化
芸
術
活
動
も
停
滞
気

味
の
中
、
心
の
豊
か
さ
を

取
り
戻
し
、
ま
ち
を
活
気

づ
け
る
た
め
に
も
必
要
と

考
え
る
。
し
か
し
、
現
在

の
同
ホ
ー
ル
の
よ
う
に
駅

か
ら
近
く
、
低
料
金
で
程

よ
い
広
さ
が
あ
る
な
ど
の

条
件
を
満
た
す
場
所
の
確

保
は
困
難
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
既
存
の
公
共
施
設

の
運
用
方
法
の
工
夫
や
、

利
用
料
金
の
見
直
し
を
図

り
な
が
ら
、
市
民
が
利
用

し
や
す
い
施
設
の
充
実
に

努
め
る
と
と
も
に
、
活
動

場
所
に
つ
い
て
の
相
談
に

応
じ
る
な
ど
の
支
援
を
行

っ
て
い
く
。

全国豊かな海づくり大会兵庫大会に係る
令和４年度予算の拡充について

市長に要望書を提出

全国豊かな海づくり大会兵庫大会に係る
令和４年度予算の拡充について

市長に要望書を提出

　明石市議会豊かな海づくり大会推進委員会は、今年11月に開催され
る全国豊かな海づくり大会兵庫大会の開催にあたり、いまだ大会につ
いての市民の認知度が低く、機運を醸成するためにはＰＲイベントを
開催する必要があるとして、そのための予算を拡充するよう、令和４
年２月４日に市長へ要望しました。

泉市長（左端）に要望書を手渡す榎本議長（左から２人目）

　明石市議会では、さまざまな団体と意見交換を行っています。
　令和３年度は、若者の声を聴くため１月28日にZoomによるオンラインでの意見交換会を開催し、参加
者からの質問・意見に対して議員が答えました。

　ロシアによるウクライナへの侵攻は、ウクライナの
主権を侵害するものであり、国際社会の平和と安全を
著しく損なう断じて容認することができない行動であ
る。現地在留邦人らは、自身や家族等の安全確保に追
われるなど、緊迫した状況におかれている。
　力を背景とした侵攻は、国際法や国連憲章の重大な
違反であり、力による一方的な現状変更への試みは認
められない。また、このような軍事侵攻は、ヨーロッ
パのみならず、アジアを含む国際社会の秩序の根幹を
揺るがすものであり、看過できない。
　よって本市議会は、ロシアの一連のウクライナへの
攻撃を即時に停止し、部隊を撤収するよう強く求め、
厳重に抗議する。
　令和４年３月３日に上記の決議を可決し、在日ロシ
ア連邦大使館などの関係機関に送付しました。

Ｑ  若者に対して、どのような施策を実施したいか？
Ａ  生活しやすい、子育てしやすいなどの施策を実施し、ふるさと明石を好きになってもらいたい。
Ｑ  なぜ、明石に住んでほしいと思うのか？
Ａ  人口が多い方がさまざまな施策を行える。例えば、児童相談所や保健所を設置できたのも人口が増
加したことに関連している。その結果として、住みやすいまちにしていきたい。

Ｑ  子育てが終わった世代が市外へ転出しないための施策は？
Ａ  誰一人取り残さない、全ての世代に手を差し伸べる施策を行うことで、全世代に定住してもらえる
まちにしていきたい。

若者とのオンライン意見交換会を実施

10代～30代までの若者５人と議員８人がオンラインで意見交換

ウクライナ国旗の色にライトアップされた天文科学館

ロシアによるウクライナ侵攻に
断固抗議する決議


